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９
月
の
心
配
ご
と
相
談

　

新
庁
舎
建
設
検
討
懇
談
会
は
、
新

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
設

置
さ
れ
る
機
関
で
す
。
委
員
20
人
の

う
ち
公
募
に
よ
る
委
員
８
人
を
募
集

し
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
興
味
の
あ
る
人
、

携
わ
り
た
い
人
な
ど
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

公
募
市
民
募
集
内
容

募
集
人
員　

８
人
（
旧
市
町
村
毎
に

各
２
人
）
以
内

対　

象

　

菊
池
市
内
在
住
20
歳
以
上
の
人

活
動
内
容

　

新
庁
舎
の
規
模
・
機
能
、
施
設
内

容
お
よ
び
周
辺
整
備
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

※
開
催
は
、
期
間
中
４
回
程
度
。

委
嘱
期
間　

９
月
か
ら
平
成
18
年
３

月
ま
で
の
予
定

応
募
方
法

　

応
募
の
動
機
、
新
庁
舎
に
対
す
る

提
案
・
要
望
な
ど
を
４
０
０
字
以
内

に
ま
と
め
、別
に
住
所
・
氏
名
・
職
業
・

電
話
番
号
・
ご
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
記
入
し
、
９
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
菊
池
市
役
所
新
市
調
整
室
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考
に
な
り
ま
す
。

　

記
入
の
用
紙
・
様
式
は
自
由
で
す
。 　

郵
送
・
持
参
・
Ｆ
ａ
ｘ
・
ｅ
メ
ー

ル
（
菊
池
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
送
れ
ま
す
）
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

結
果
は
、
10
月
中
旬
ま
で
に
応
募

者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

〒
８
６
１
‐
１
３
９
２

　

菊
池
市
隈
府
８
８
８
番
地

　

菊
池
市
役
所
新
市
調
整
室

　
　
　
　
　
　

Fax
（
25
）
２
３
２
２

　

ｅ
メ
ー
ル  c

h
o
u
se
i@
c
ity.

　

kiku
c
h
i.ku
m
a
m
o
to
.jp

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

　菊池市は３月 22日に合併し、新たな自治体とし
て発足しました。
　新庁舎建設は、合併協議で「（略）合併後３年を
目標に新庁舎を建設することとし、国道 325 号・
387号間の菊池市道花房森北線（菊池グリーンロー
ド）沿線周辺に適地を求める。（略）」ことが確認さ
れました。
　現在は、旧菊池市庁舎が本庁（菊池総合支所含む）
となり、旧３町村の役場を総合支所として存続して
います。
　庁舎建設の理由は、合併協議における旧４市町村
の確認事項であること、合併に伴い本庁舎機能が分
散化され、その結果として市民の利便性の低下と行
政事務の効率の低下が懸念されること、および現本
庁舎は昭和 43年に建設され、既に 37年が経過し、
全体的に建物などの老朽化が進んできたことがあげ
られます。
　このようなことから、菊池市は新庁舎建設につい
て調査・検討をはじめることになりました。
　新庁舎は、新市のシンボルであり、まちづくりの
中心施設として、市民と行政が一体となってまちづ
くりを進めるための拠点施設になります。
　次の項目などについて、市民の皆さんのご意見を
お待ちしています。

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き　

７
日（
水
）・
14
日（
水
）・

　
　
　
　

21
日（
水
）・
28
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

　
　
　
　

２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

・
心
配
ご
と
相
談

と　

き　

６
日（
火
）・
21
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

１
日（
木
）　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、
相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

８
日（
木
）・
15
日（
木
）・

　
　
　
　

22
日（
木
）・
29
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

　
　
　
　

な　

し

菊
池
支
所

太　

田　
　

和
田　

重
勝

（
亡
父　
　
　
　
　

初
生　

90
歳
）

北　

原　
　

益
崎　

敏
生

（
亡
祖
母　
　
　
　

ミ
ヨ　

100
歳
）

鍋　

倉　
　

阪
本　

昭
誠

（
亡
子　
　
　
　
　

昭
博　

37
歳
）

原
細
永　
　

赤
星　

秀
治

（
亡
父　
　
　
　
　

新
吉　

74
歳
）

亘　
　
　
　

近
藤　
　

浩

（
亡
母　
　
　
　

ア
サ
ヲ　

91
歳
）

鳳　

来　
　

木
村　

末
弘

（
亡
母　
　
　
　

キ
ミ
エ　

90
歳
）

立　

町　
　

山
口　

博
樹

（
亡
母　
　
　
　

ツ
ヤ
子　

83
歳
）

北　

宮　
　

髙
濵　

德
明

（
亡
父　
　
　
　
　

筒
治　

96
歳
）

大
琳
寺　
　

櫻
井　

正
光

（
亡
母　
　
　
　
　

ツ
ヤ　

91
歳
）

甲
森
北　
　

緒
方　

正
美

（
亡
伯
母　
　
　

ヨ
シ
エ　

79
歳
）

合
志
町　
　

穴
井　

清
喜

（
亡
父　
　
　
　
　

清
磨　

95
歳
）  

七
城
支
所

間　

所　
　

藤
原　

洋
明

（
亡
父　
　
　
　
　
　

譲　

85
歳
）

田　

中　
　

田
代
ヒ
サ
エ

（
亡
夫　
　
　
　
　

行
男　

90
歳
）

蟹　

穴　
　

小
池　

祐
生

（
亡
妻　
　
　
　
　

秋
代　

52
歳
）

上
橋
田　
　

橋
上　

末
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

一
義　

68
歳
）

熊
本
市　
　

西
城　

義
直

（
亡
母　
　
　
　
　

数
子　

85
歳
）

旭
志
支
所

伊　

萩　
　

岩
尾　

一
敏

（
亡
母　
　
　
　

ア
サ
ノ　

92
歳
）

妻　

越　
　

中
村
ナ
ツ
子

（
亡
子　
　
　
　
　
　

剛　

61
歳
）

泗
水
支
所

高　

江　
　

右
田　

利
浩

（
亡
父　
　
　
　
　

利
光　

78
歳
）

永　
　
　
　

神
保　

憲
洋

（
亡
義
父　

古
庄　
　

環　

89
歳
）

南
住
吉　
　

永
田　

重
敏

（
亡
母　
　
　
　

チ
ヨ
ミ　

77
歳
）

福
本
団
地　

佐
々
木
昌
明

（
亡
父　
　
　
　
　

敬
之　

91
歳
）

朝
日
団
地　

牧
田
ミ
エ
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

義
晴　

84
歳
）

久
米
二　
　

末
廣　

福
継

（
亡
母　
　
　
　
　

ナ
ツ　

93
歳
）

富
の
原
中
央　

甲
斐　

栄
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

菊
夫　

78
歳
）

久
米
一　
　

永
田　

龍
一

（
亡
妻　
　
　
　
　

信
江　

69
歳
）

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し７

月
31
日
（
日
）
現
在

新
庁
舎
建
設
検
討
懇
談
会

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュニ
ティ助成事業で、中央通り区に祭り用品（子白龍神輿１基・法
被 150枚）が、泗水平野区にテント、倉庫、掃除機、カラオケセッ
トなどの放送設備、コピー機、掲示板、ホワイトボードが整備
されました。
　このコミュニティ助成事業は、宝くじ普及広報事業費を財源
として財団法人自治総合センターが助成決定を行うもので、今
後の中央通り区と泗水平野区の益々の活性化が期待されます。

　京都・岐阜・滋賀他から、和の灯りを展示。
古木を利用した家具との融合を提案してみます。
　同時に「菊池の風景絵葉書展」も開催します。
と　き　８月10日（水）～８月30日（火）
　　　　午前９時～午後６時
　　　　※８月23日（火）は休館日
ところ　菊池夢美術館
主　催　とりごえ（鳥越家具）
問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

なごみの灯りと現代和具展なごみの灯りと現代和具展なごみの灯りと現代和具展

　皆さんからお寄せいただいた意見を新庁舎建設の
参考とさせていただきます。
　ご意見は、手紙、Fax、ｅメール（菊池市のホー
ムページからも送れます）、来庁いただくなどお気
軽にお寄せください。
　また、ご意見の受け付けは、９月 15日（木）ま
でとさせていただきます。
問い合わせ・提出先
　新市調整室　FAX（25）2322
　eメール　chousei@city.kikuchi.kumamoto.jp

宝くじ助成事業で
　中央通り区と泗水平野区に備品を整備

中央通り区に整備された、
子白龍神輿（上）と法被（右）

泗水平野区に整備された、テント
（左上）、倉庫（左）、掃除機（上）

泗水平野区

中
央
通
り
区

宝くじ助成事業で
　中央通り区と泗水平野区に備品を整備

●これからの庁舎に必要と思われる市民開放施
設および機能などについて
●庁舎周辺に設置された方が良いと思われる施
設について
●新庁舎建設後の支所のあり方について
●その他

菊池市新庁舎建設について
市民の皆さんの意見を
お聞かせください

菊池市新庁舎建設について
市民の皆さんの意見を
お聞かせください


